














































































































































































































































































































































































































































































































































































　遊びの対象は 4 ～ 5 才児を想定する。
　あらかじめ保育者が水彩絵の具を水で適度な
濃さに薄め、五色程度（三原色と他の有彩色を
2 色程度）用意しておく。前述したように幼児
でも容易にドリッピングが出来ように、筆を使
用せず醤油差しとストローを遊びの道具とする。
　活動の前段階として、醤油指しのお魚で水鉄
砲遊びをして、吸い取りや噴出しの加減を子ど
もたちに体験させると（予め保育計画にこの水
鉄砲遊びを組み込んでおくと、より子どもが活
動に取り組み易くなる）活動がスムーズに進む。
　進め方は、子どもの前で「これからこのお魚
さんがパイナップルのジュースをいっぱい飲む
よ」と言葉掛けし、醤油さし（魚形の容器）で
黄色の絵の具を吸い取る。透明な容器が黄色に
変色し、絵の具が入ったことが子どもにも確認
できる。
　吸い取った色を画用紙の上に適量だし、傾け
流したり、ストローで吹きつけ散らしたりしな
がら、偶然に出来た色の軌跡を楽しむ。この活
動を色数分（色を変えるときは必ず容器に水を
含ませて洗う）繰り返すことで、形が複雑に絡
み合い、混色による色のバリエーションも広が
る（図–7）。
c. 遊びの展開
　図–7 のようなドリッピングした紙を貼り絵
や壁面構成などの造形活動に再利用すると、変
化に富んだ豊かな表現になる。
　また、「絵遊び」からテーマを持つ表現につ
なげる方法として、醤油刺しの容器を使い図–7
のようにストローで吹き散らさずに、画用紙を
傾けながら道のような流れる軌跡を作る。その
軌跡を地図の道に見立てて、クレヨンや色鉛筆
などで自分の家や学校、友達の家、公園、色々
な店などを描き加え、自分の住んでいる町を表
現する活動が挙げられる（図–8）。偶然に出来
た色の道筋を自分たちが住んでいる町の鳥瞰図
図‒7 ドリッピングの表現
（ストローで吹きちらす）
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に見立てて描き加える活動は、保育者の言葉掛
けしだいで、子どもにとってイメージし易く、
また、ドリッピング遊びの延長線上にあるので、
子どもの表現意欲を高め、集中力も持続させる
ことが出来る。さらに、色の軌跡が想像力を刺
激して、テーマを表現するに当たっても無理な
く取り組むことができる。
　先を急ぐことなく、結果主義や作品主義に傾
くことなく、「絵遊び」を保育者や教育者が保
育や教育に適宜生かせば、子どもの造形活動に
関する興味や関心も高くなり、その結果が、本
稿で述べたように様々な点で子どもの心を豊か
に耕すことにつながっていくと考える。
　造形活動（遊び）の最も大切な目的は、子ど
もの心と体の健やかな成長である。
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図‒8 ドリッピングからの展開「私の町」
（紙を傾ける）
おわりに
　これまで四種類の「絵遊び」とその展開（「絵
遊び」からテーマのある表現への発展）につい
て実践例を示しながら検証し考察した。この活
動は「はじめに」で述べたように、表された絵
が作品として成立しにくく、活動の成果が具体
的に把握しにくいので、評価の対象には成りに
くい表現となる。そのため、当然、保護者にも
理解されにくく、大人側から見ると、一見子ど
もの心身の発達にはプラス要素が少ない活動の
ように感じられる。しかし、子どもにとっては、
遊びの中に描画活動があるので、集中力や意欲
も高まり、思う存分線遊びや色遊びを楽しむこ
とが出来る。その過程で、自然に基本的表現能
力も培われる。基本的造形能力が身に付けば、
表現することへの自信も沸き、絵を描くことに
苦手意識を持った子どもの割合を減少させる一
助になるのではないかと考えている。
　幼稚園教育要領の重要なキーワードである
「遊びを通しての総合的指導」ならびに保育所
保育指針の「遊びを通して育つ」という観点か
ら捉えても、子どもの心身の成長にとって「絵
遊び」は効果的な造形遊びであると考える。
